
令和４年度 第２回 小金井市立東小学校 学校運営協議会記録 

令和４年６月 27 日（月） 

 14 時 30 分～17 時 会議室 

 

○出席   12 名中 10名出席  委員の過半数の出席により本会は成立 

○同席   庶務課１名 

○傍聴   保護者３名 

 

１ 会長挨拶 

  ・皆さんで意見を出し合いながら、有意義な会にしましょう。 

 

２ 校長挨拶 

  ・本日は、暑さ指数が基準を超えたため、午後の体育や外遊びを中止にした。今後も熱中症対策を

取りながら教育活動を行っていく。 

  ・先日、３年振りに５年生の鵜原移動教室が実施できた。少しずつできる行事が増えてきて嬉しく

思う。 

・小金井警察署より、東小地域ボランティアの皆さんへ、朝の登校見守りや行事の補助など様々な

場面でご協力いただいたことに対して感謝状をいただいたので、玄関に掲示する。（委員から拍

手） 

 

３ 協議 

①承認事項 

   ○学校予算の編成について 

    ・令和４年度校内予算要望一覧（消耗品費）、学校管理費、令和４年度校内予算（学校管理備品・

教育振興備品）、令和４年度委託事業費計画書について 

【学校予算の編成について 承認】 

 

②学校施設について（庶務課施設係） 

・東小地区の児童増加に伴い、学校施設の増築を検討している。 

 ・「学校長寿命化計画」に基づいて計画を立て、令和４年９月末までには、大まかな工事計画や校

舎の配置等を示せるようにしていく。 

    

  ③広報について 

   ・広報誌を印刷する予算がないため、印刷や配布について検討が必要である。保護者にはＰＤＦ

化したデータで周知を図り、地域や関係機関には紙媒体での配布にするなど、相手のニーズに

応じた配布の方法を検討する。 

   ・広報誌に難しい言葉を使うと、ボランティアに対する敷居が高くなってしまうことが懸念され

る。誰が読んでも分かるような言葉選びをしたい。 

   ・「持続可能」とは、教職員が異動しても東小のコミュニティスクールが継続できるという意味

と、学校運営協議会の運営が無理なく続けられるという意味がある。 

   ・話し合いで出されたキーワード等 

    教育目標の共有、教育活動を支援すること、持続可能な、学校の応援団、地域の子供たちを一

緒に育てていく、学校作りに参加する、大好きな学校 など。 

     例えば、「私達は、東小が大好きです。未来、私達の子にも東小とこの地域が大好きでいてほ

しい。そのために地域の人達と一緒に力を合わせていく。」など…それぞれ案を持ち寄り検討す

る。 

   

  ④地域学校協働活動について 

   ・ボランティア登録について、サポーターマニュアル、活動のルール、活動中の保険の説明 

   ・支援部は、サポーターマニュアルを作成する。 

   ・「地域未来塾」について、放課後の学習支援は実施したい。学習に限らず、放課後に何をしたい

か、どんな子供たちを育てたいかを考え、内容を決めていく。 

 

○次回（第３回）について 

・日時変更 10 月３日（月）14 時 30 分より 


